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下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
改
築
更
新
事
業

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
工

事
の
完
了
に
伴
い
、
事
業
費
の
一
部
が
確

定
し
た
こ
と
か
ら
、
協
定
額
の
変
更
し
よ

う
と
す
る
も
の

変
更
前　
　

１
６
億
７
，
３
４
６
万
円

変
更
後　
　

１
１
億
６
，
１
０
６
万
円

差　

額　
　

△
５
億
１
，
２
４
０
万
円

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
福
祉
会
館

の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
法

人
大
網
白
里
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定

す
る
も
の
。

千
葉
県
が
真
亀
川
津
波
対
策
の
一
環
と

し
て
堤
防
の
か
さ
上
げ
に
よ
り
、
河
川
用

地
が
拡
幅
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
道
の
終

点
位
置
を
変
更
す
る
も
の
。

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
に
合
わ
せ
、
第
６
期
計
画
期
間

の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
を
改
正
及

び
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
の
軽
減
実

施
等
の
規
定
を
定
め
る
も
の
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
秋

葉
芳
秀
（
あ
き
ば
よ
し
ひ
で
）
氏
及
び
今

井
洋
一
（
い
ま
い
よ
う
い
ち
）
氏
を
再
度

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

副
市
長
に
深
井
良
司
（
ふ
か
い
り
ょ
う

じ
）
氏
を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

議
案
第
41
号

議
員
発
議
の
内
容

議
案
第
43
号

議
案
第
44
号

議
案
第
46
号
、
議
案
第
47
号

議
案
第
48
号

次
の
と
お
り
議
員
発
議
に
よ
る
提
案
が

さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

○
発
議
案
第
１
号　

大
網
白
里
市
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
所
要
の

改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

算
に
つ
い
て
は
、
健
全
財
政
の
維
持
を
主

眼
に
置
き
、
財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、

併
せ
て
事
業
が
効
果
的
に
達
成
で
き
る
よ

う
優
先
順
位
を
踏
ま
え
た
な
か
で
、
全
体

的
な
業
務
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
さ
れ
た
内
容

で
あ
る
も
の
と
評
価
で
き
る
こ
と
か
ら
、

以
下
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
　
宮

間

文

夫

副
委
員
長
　
上

家

初

枝

委
員
　
小
金
井
　
　
　
勉

委
員
　
田

辺

正

弘

委
員
　
大

野

英

雄

委
員
　
堀

本

孝

雄

委
員
　
山

田

繁

子

委
員
　
田

中

吉

夫

　

去
る
３
月
２
日
に
総
務
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
に
つ
い

て
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▪
審
査
結
果

　

議
案
第
27
号
、
議
案
第
28
号
及
び
議
案

第
31
号
は
全
て
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▪
主
な
質
疑

●
議
案
第
31
号

問　

今
回
の
改
正
に
伴
う
消
防
団
員
の
報

酬
と
手
当
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

答　

報
酬
額
に
つ
い
て
は
、
３
百
３
８
万

９
千
円
の
増
額
と
な
り
、
総
額
で
１
千
４

百
１
８
万
８
千
４
百
円
と
な
る
。
ま
た
、

手
当
に
つ
い
て
は
、
４
百
３
９
万
４
千
円

の
増
額
と
な
り
、
総
額
で
７
百
２
万
４
千

円
に
な
る
。

問　

来
年
度
は
税
収
が
減
り
、
財
源
が
限

ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
財
源
を
ど
う
す
る

の
か
。

答　

消
防
団
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
交

付
税
の
算
定
基
準
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
の
よ
う
に
消
防
団
員
報
酬
額

が
低
水
準
の
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
引
き

上
げ
る
よ
う
、
総
務
大
臣
か
ら
通
知
が
き

て
い
る
。
訓
練
手
当
等
の
交
付
金
を
報
酬

に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
費
全

体
の
予
算
は
増
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
報
酬
に
つ
い
て
は
国

か
ら
処
遇
改
善
の
通
知
が
出
さ
れ
て
お
り
、

報
酬
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
妥
当
で
あ
る

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
特
に
質

疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

委員会付託内容・審査報告 ※議案名などは、採決結果一覧
（６ページ）を参照ください。

問　

変
更
前
と
変
更
後
で
５
億
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
平
成
27
年
度
は
足
り
る
の

か
、
そ
れ
と
も
平
成
27
年
度
で
ま
た
変
更
す

る
の
か
。

答　

現
段
階
で
は
変
更
後
の
総
額
11
億
６
千

百
万
円
で
執
行
で
き
る
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
の
工
事
実
施
に
よ
り
、
工
事
の
執
行
や

変
更
に
関
す
る
最
終
的
な
精
算
を
行
う
。

問　

減
額
の
主
な
要
因
と
し
て
、
必
要
な
工

事
内
容
の
修
正
や
見
送
り
が
多
く
あ
る
が
、

見
送
っ
た
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

に
行
う
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
に
行
う

の
か
。

答　

４
年
間
の
間
に
工
事
を
行
わ
な
く
て
も
、

維
持
で
き
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
先
送
り

考
え
て
い
る

の
か
。

答　

男
女
比

率
に
つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
に
あ
る
内
閣
府
の
男
女
共
同
参
画
会
議
で

は
、
総
数
の
10
分
の
４
未
満
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら

か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
ま
た
女
性
の
意
見
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
に
考
え
る
。

問　

審
議
会
の
傍
聴
規
定
は
あ
る
の
か
。

答　

男
女
共
同
参
画
審
議
会
に
つ
い
て
は
、

原
則
公
開
で
会
議
を
開
き
た
い
と
考
え
て
い

る
た
め
、
傍
聴
規
定
に
つ
い
て
は
他
の
審
議

会
等
を
参
考
に
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

●
議
案
第
40
号

　

去
る
３
月
４
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
に
つ
い

て
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▪
審
査
結
果

　

議
案
第
33
号
、
議
案
第
40
号
及
び
議
案
第

43
号
は
全
て
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▪
主
な
質
疑

●
議
案
第
33
号

問　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
と
い
う
こ

と
で
、
委
員
会
の
男
女
比
率
は
ど
の
よ
う
に

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
小
金
井
　
　
　
勉

副
委
員
長
　
一

色

忠

彦

委
　
　
員
　
石
　
渡
　
登
志
男

委
　
　
員
　
秋

葉

好

美

委
　
　
員
　
花

澤

政

広

委
　
　
員
　
加
藤
岡
　
美
佐
子

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
宮

間

文

夫

副
委
員
長
　
上

家

初

枝

委
　
　
員
　
田

辺

正

弘

委
　
　
員
　
大
　
野
　
英
　
雄

委
　
　
員
　
山

田

繁

子

委
　
　
員
　
田

中

吉

夫

　

去
る
３
月
３
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
16
件
に
つ
い

て
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▪
審
査
結
果

　

議
案
第
21
号
、
議
案
第
23
号
か
ら
議
案
第

26
号
、
議
案
第
29
号
、
議
案
第
30
号
、
議
案

第
32
号
、
議
案
第
34
号
か
ら
議
案
第
39
号
、

議
案
第
41
号
及
び
議
案
第
44
号
は
全
て
原
案

可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▪
主
な
質
疑

●
議
案
第
21
号

問　

現
在
の
教
育
長
の
任
期
は
い
つ
ま
で
か
。

答　

平
成
28
年
４
月
６
日
ま
で
。

問　

新
た
に
教
育
長
を
任
命
し
た
場
合
に
教

育
委
員
の
定
数
の
変
更
は
あ
る
の
か
。

答　

教
育
委
員
の
定
数
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問　

法
律
の
改
正
に
よ
り
教
育
長
の
権
限
が

集
中
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

教
育
委
員
の
３
分
の
１
以
上
か
ら
会
議

の
招
集
が
請
求
で
き
る
こ
と
や
教
育
長
に
委

任
さ
れ
た
事
務
等
の
報
告
義
務
が
新
た
に
法

律
上
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、教
育
長
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
強
化
さ
れ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

●
議
案
第
23
号

問　

保
育
時
間
が
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
と
さ
れ
て
い
る
が
、
標
準
時
間
で
は
７

時
か
ら
に
な
っ
て
い
る
。
保
護
者
に
よ
っ
て

は
短
時
間
で
あ
っ
て
も
７
時
か
ら
預
け
た
い

と
い
う
可
能

性
も
あ
る
が
、

そ
の
対
応
は

可
能
か
。

答　

保
育
短
時
間
で
認
定
さ
れ
た
方
が
、
た

と
え
ば
午
前
７
時
か
ら
利
用
し
た
い
場
合
は
、

あ
く
ま
で
も
保
育
短
時
間
は
午
前
８
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
と
な
る
の
で
、
午
前
７
時
か

ら
午
前
８
時
ま
で
の
１
時
間
に
つ
い
て
は
時

間
外
保
育
で
対
応
と
な
る
。

●
議
案
第
25
号

問　

国
の
公
定
価
格
を
基
準
に
し
て
保
育
料

を
算
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
市

の
保
育
料
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答　

現
行
の
保
育
料
を
基
準
に
検
討
し
て
い

る
自
治
体
も
多
く
、
本
市
の
保
育
料
の
決
定

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
負
担
を
考
慮
し
、

現
行
の
保
育
料
よ
り
も
上
が
ら
な
い
よ
う
に

進
め
て
い
る
。

●
議
案
第
26
号

問　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
自
治

体
で
は
磁
気
テ
ー
プ
で
管
理
し
て
い
た
た
め
、

津
波
等
で
喪
失
し
た
と
聞
く
が
、
紙
で
あ
れ

ば
か
な
り
救
わ
れ
た
と
い
う
話
も
聞
い
て
い

る
。
津
波
が
庁
舎
ま
で
来
る
と
い
う
こ
と
は

想
定
し
に
く
い
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に

保
管
し
て
い
る
の
か
。

答　

印
鑑
登
録
の
デ
ー
タ
は
市
庁
舎
の
ほ
か
、

別
の
場
所
に
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
保
管
し
て

い
る
。
仮
に
市
庁
舎
に
何
か
が
あ
っ
た
際
に

も
デ
ー
タ
は
無
事
で
あ
る
。

●
議
案
第
35
号

問　

現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
市

内
に
１
カ
所
だ
が
、
分
割
し
て
増
や
す
考
え

は
な
い
の
か
。

　

去
る
３
月
５
日
、
６
日
、
９
日
の
３
日

間
に
わ
た
り
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
執
行
部
か
ら
の
詳
細
な
る
聴
取
と
質
疑

を
通
じ
て
、
慎
重
か
つ
入
念
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

▪
審
査
結
果

　

議
案
第
10
号
か
ら
議
案
第
20
号
ま
で
全

て
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▪
審
査
報
告

　

平
成
27
年
度
は
第
５
次
総
合
計
画
の
５

年
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
前
期
５
カ
年
実

施
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、
重
点
施
策

に
配
慮
し
な
が
ら
、
将
来
像
で
あ
る
「
未

来
に
向
け
て
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
住
み
た

い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
て
の
必
要
性
や
緊
急
性
及
び
特
殊
事
情

等
を
考
慮
し
た
適
切
な
予
算
措
置
が
施
さ

れ
て
い
る
か
審
査
を
重
ね
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

総
括
と
し
て
、
平
成
27
年
度
各
会
計
予

答　

第
６
期
計
画
に
お
い
て
は
、
分
割
を
せ

ず
に
拡
充
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

●
議
案
第
36
号

問　

他
の
市
町
村
で
は
健
康
増
進
計
画
は
策

定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

千
葉
県
内
で
は
健
康
増
進
計
画
は
半
数

以
上
の
自
治
体
で
策
定
さ
れ
て
い
る
。

問　

審
議
会
委
員
の
構
成
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

特
に
割
合
を
定
め
て
い
な
い
が
、
学
識

経
験
者
を
２
名
程
度
、
関
係
団
体
の
代
表
者

を
５
名
程
度
、
公
募
に
よ
る
市
民
を
２
名
程

度
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
を
１
名
程
度
で

考
え
て
い
る
。

●
議
案
第
39
号

問　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
は
、
い
つ
ま
で
に

策
定
す
る
予
定
か
、
ま
た
委
員
の
構
成
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
て
作
業
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
委
員
の
構
成

に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
学
識
を

有
す
る
者
を
６
名
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員

と
し
て
２
名
、
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め

る
者
を
２
名
で
考
え
て
い
る
。

●
議
案
第
41
号

問　

今
回
の
指
定
管
理
者
の
公
募
で
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
し
か
応
募
が
な
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
他
の
事
業
者
が
応
募
を
検
討
す
る
よ

う
な
こ
と
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

指
定
管
理
者
の
公
募
に
つ
い
て
は
、
応

募
を
希
望
す
る
法
人
等
が
十
分
検
討
で
き
る

期
間
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
公
平
性
を
保

つ
た
め
10
月
21
日
か
ら
12
月
５
日
ま
で
と
い

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

し
た
。

●
議
案
第
43
号

問　

い
つ
変
更
に
な
る
の
か
。

答　

告
示
を
も
っ
て
変
更
と
な
る
の
で
、
議

決
後
は
速
や
か
に
告
示
の
手
続
き
を
行
う
。

う
長
い
期
間
を
設
け
た
が
、
結
果
的
に
応
募

は
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
１
法
人
だ
け
で
あ

り
、
他
に
応
募
し
た
い
と
い
う
法
人
等
に
つ

い
て
は
認
知
し
て
い
な
い
。

●
議
案
第
44
号

問　

改
正
後
、
21
段
階
に
な
っ
た
時
は
、
介

護
保
険
料
率
が
１
・
２
５
と
い
う
区
分
が
消

え
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
が
そ
れ

ほ
ど
上
が
ら
な
く
て
い
い
も
の
が
上
が
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
区
分
の
細
分

化
を
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

区
分
の
根
拠
と
し
て
は
、
国
の
政
令
で

現
行
の
５
段
階
は
課
税
所
得
で
１
９
０
万
円

未
満
と
い
う
幅
の
広
い
も
の
だ
っ
た
が
、
こ

れ
を
分
割
し
て
１
２
０
万
円
未
満
と
１
２
０

万
円
以
上
１
９
０
万
円
未
満
と
２
つ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
水
準
に
応
じ
た
、
き
め
細

や
か
な
保
険
料
設
定
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
多
段
階
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
所
得
の
多
い
方
に
過
大
な
負
担
を

負
わ
せ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
な
る
べ
く
均
衡
を
図
れ

る
よ
う
に
設
定
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
特
に
質

疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
堀

本

孝

雄

副
委
員
長
　
北

田

宏

彦

委
　
　
員
　
前
之
園

孝

光

委
　
　
員
　
佐
久
間

久

良

委
　
　
員
　
倉

持

安

幸

委
　
　
員
　
岡

田

憲

二

議
案
第
40
号


